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「甲斐の国での体験活動」 

                          校長 浜田 真二 
 

  ７月６日から３日間、２年生は甲斐の国、山梨県甲州市に移動教室に行きました。 

大自然の中での農業体験は、ブドウの世話をするという根気のいる作業をコツコツと丁寧

に行いました。飯盒炊さんでは、友達と協力しながら、おいしいカレーを作って食べまし

た。座禅体験では、全力で何も考えないようにするという経験をしました。多くの貴重な

体験はかけがえのない思い出になりました。また友達との集団生活を通して、責任感や思

いやる気持ちなどが育まれたと思います。 

 

   

 

 

 

 

 

 ある調査では、海や川で泳いだり、米や野菜などを栽培したりするなど自然の中で遊ん

だ経験などが豊富な人ほど、自尊感情（自分に対して肯定的、自分に満足している）や外

向性（自分のことを活発だと思う）などでよい結果が得られたという報告がありました。 

見たり聞いたり触ったり、味わったり嗅いだりといった五感を伴う体験は、物事を捉える

感性の基盤となるでしょう。また誰かと一緒に行ったり、多くの人と力を合わせて行った

りした経験は、確かな人間関係づくりや集団の一員としての自覚や責任感を育むことでし

ょう。さらに自ら課題を見つけ考える力、柔軟な思考力などが養われることから、学力に

も良い影響を与えるでしょう。ですから自然の中で遊んだ経験などは、豊かな生活や満足

感などを含む、広い意味での人生の幸せにつながるのではないでしょうか。 

 

 さて、いよいよ夏休みが始まります。遠くに旅行しなくても、この地域には大きな公園

や神社などたくさんあります。家の中だけでなく、外に出て普段の生活ではできない体験

をたくさんしてみてください。 

 

 

 

 

令和４年７月２０日 

上原中だより 
   NET UEHARA( URL:  https://shibuya.schoolweb.ne,jp/ueharaj  ) 

  教育目標  自主・自律  共生  未来の創造 
１ ２ ３ ４ ５ ６ １ ２ ３ ４ ５ ６ １ ２ ３ ４ ５ ６

8/29 月 夏季休業日終

30 火 授業再開　　　　　学校公開始 A 0 学 0 0 0 0 職 学 0 0 0 0 職 学 0 0 0 0 職

31 水 避難訓練 A 0 0 0 0 0 0  0 0 0 0 0  0 0 0 0 0  

9/1 木 A 0 0 0 0 0 0 道 0 0 0 0 0 道 0 0 0 0 0 道

2 金 安全指導 A 0 0 0 0 0 0 総 0 0 0 0 0 総 0 0 0 0 0 総

3 土 土曜授業⑤ 学校説明会 部活動体験 A × 0 0 0 0 0 0

4 日

5 月 　 A 0 学 0 0 0 0 0 学 0 0 0 0 総 学 0 0 0 0 総

6 火 A 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

7 水 連合移動教室事前検診（明星） A 0 0 0 0 0 0  0 0 0 0 0  0 0 0 0 0  

8 木 前期末考査　 特 × 技 体 理 国 技 体 理 国 技 体 理 国

9 金 前期末考査 特 0 数 英 社 学 数 英 社 学 数 英 社 学

10 土

11 日

12 月  A 0 学 0 0 0 0 0 学 0 0 0 0 総 学 0 0 0 0 総

13 火 　　　　　連合赤城移動教室（明星） A 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

14 水 専門委員会（前期最後） A 0 0 0 0 0 0 専 0 0 0 0 0 専 0 0 0 0 0 専

15 木 　 A 0 0 0 0 0 0 道 0 0 0 0 0 道 0 0 0 0 0 道

16 金  A 0 0 0 0 0 0 総 0 0 0 0 0 総 0 0 0 0 0 総

17 土 　   

18 日

19 月 敬老の日

20 火  A 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

21 水  A 0 0 0 0 0 0  0 0 0 0 0  0 0 0 0 0  

22 木 　 A 0 0 0 0 0 0 道 0 0 0 0 0 道 0 0 0 0 0 道

23 金 秋分の日

24 土

25 日

26 月 生徒会役員選挙 A 0 学 0 0 0 0 0 学 0 0 0 0 総 学 0 0 0 0 総

27 火  A 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

28 水 渋谷区立中学校陸上競技大会 特 × 行 行 行 行 行 行 行 行 行 行 行 行 行 行 行 行 行 行

29 木 避難訓練 A 0 0 0 0 0 0 道 0 0 0 0 0 道 0 0 0 0 0 道

30 金 専門委員会（後期活動方針） A 0 0 0 0 0 0 専 0 0 0 0 0 専 0 0 0 0 0 専

日 曜 学校行事　等
時
程

給
食

１　　年 ２　　年 ３　　年

部 部 部



 

 
 

 ７月２日（土）、渋谷区役所にて行われた「社会環境を明るくしよう渋谷区民のつどい」

に、上原中学校の代表として生徒会長 相場日和さんが出席し、意見発表を行いました。 

渋谷区区長や渋谷区議会議長、原宿警察署所長など、多くの来賓の方々から注目され緊張

感のある雰囲気の中でも、相場さんは、自分の意見を立派に発表していました。 

 

 

 

 

 

                          「家族からの愛の大切さ」 

                                             渋谷区立上原中学校 ３年 相場 日和 

 私は、保育園の頃、お迎えの時間が何故、他の子のほうが遅いのかと疑問に思いまし
た。そのことを両親に話したところ、両親は私に「友達みんなが早くお迎えに来られるわ
けではないんだよ。」と教えてもらいました。そこで初めて人それぞれの家庭環境がある
と知りました。 
 私はこの文章を書くまでは、若年犯罪者について考えたことがなく、保健体育の授業で
少し勉強しただけで深く考えていませんでした。そこで、色々と調べてみることにしまし
た。すると、多くの若年犯罪者の共通点として家庭環境に何らかの問題があるということ
が分かりました。例えば、虐待、愛情不足、家庭環境による過度のストレスなどがあげら
れます。私はただ、物が欲しいがために万引きなどの犯罪をすると思っていましたが、子
供たちの寂しさが原因で起こることもあるのではないかと考えました。私が住んでいる地
域では私と同じくらいの年齢の子供が犯罪を起こしたと聞いたことがないので全国規模で
もたいしていないものだと思っていました。しかし、令和３年の件数によると７万件を超
えており、とても驚きました。 
 更に調べてみると虐待を受けている若年犯罪者は少年院に入った男子は約３割、女子は
約５割が虐待を受けていて、私は因果関係がとても強いという印象を抱きました。全部が
全部、家庭環境が原因だとは思いません。しかし、可能であれば、子供たち本人を変える
とともに、それをさせてしまった環境も変えることが大切だと思いました。 
 人はそれぞれ生い立ちや家庭状況は違います。そして、その経験を他人が本人のように
体験をすることはとても難しいです。だから私は、犯罪をしてしまった人たちがどのよう
な経緯で犯罪をしてしまったのかもわかりません。なので、犯罪をしてしまった人たちを
を「前科者だから」と決めつけるわけではなく、優しく受け入れるべきだと思います。そ
うすれば暗い過去を引きずることなく社会復帰ができると思います。 
 人は辛いことなどを人に話すことで精神が安定すると私は考えています。少しの会話が
犯罪の抑制につながるかもしれません。迷わず話しかけ、仲良くなり、相談に乗ってあげ
るのはどうでしょうか。少しいつもと様子が違うときには優しく声をかけ、話を聞くこと
を私は実践したいと思います。 
 今回調べたことを踏まえて私が将来意識したいことはこの若年犯罪者の負の連鎖につい
てよく考え家族への愛の大切さがわかる大人になることです。私は若年犯罪者の家庭環境
に焦点を当てて話してきましたが、悲しい過去を抱えた子供が少しでも減り、社会が明る
くなることを望んでいます。 

 

 

 ２年生は７月６日から２泊３日、「甲斐の国 校外学習」に出かけました。〇集団生活を 

通じて、他者を思いやる気持ちや協力することの大切さを学ぶ。〇野外活動を通じて自然

環境に興味関心をもち、自分たちが住んでいる渋谷区の良さ、山梨県の良さを調べる。 

〇農業体験を通じて、生産者の苦労を経験し、食べ物の貴重さを実感する。これら３点を

意識しながら、集団生活に取り組みました。事後学習の作文を読んでみると、「農家の方の

苦労を知ることができた」「暑い中の作業は大変だったけど、今回の体験を経て、食べ物に

対しての考え方が変わった」などの感想がありました。現地の方々と交流を重ねながら、

体験的な学びを実現できたことは貴重な財産となります。東京に戻ってきてからも、この

３日間で学んだことを忘れずに生活を送っていきましょう。  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  
 

  明日から夏季休業日が始まりますが、健康に留意しなければならない状況は変わりませ 

ん。日頃から行っている感染症防止のための取組を継続することはもちろん、生徒の皆さ 
んは以下の点に注意してください。 
① 夏休み中も決まった時刻に起床し、体温を計測し、健康観察表に毎日記入します。 
  健康観察表は、８月３０日（火）学活で担任の先生に提出します。 
② 用事があって学校に来る場合は、制服、マスクを着用し、上履きを持参します。 
   自転車で学校に来ることはできません。 
③ 三者面談で登校する際は、面談開始前に、健康観察表を担任の先生に提出します。 
  保護者の方も同様に、ご自宅で体温を計測した上でご来校ください。 
④ 部活動で登校する際は、活動開始前に、顧問の先生に健康観察表を提出します。 
  活動開始前、活動後は石鹸で手を洗い、ハンカチで拭きます。 
⑤ 万が一、健康観察表を忘れた場合は、別表に記入するため、職員室に来ます。 
  日直の先生を呼び、健康観察表を忘れたことを申告します。 
⑥ 体温が３７度以上ある場合は、登校することを控え、自宅で休養します。 
⑦ 今年はエアコンの更新工事が夏季休業期間中にあるため、補習教室ができません。 
   各自、計画的に学習を行ってください。   

第 40回「社会環境を明るくしよう渋谷区民のつどい」 
 

夏季休業中の留意点 

２年生「甲斐の国 校外学習」 

 


